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手作り簡易分光器の改良 

～ 利き目の問題と可変スリット ～ 
 

井口楓梨、宇野和行、富田晃彦（和歌山大学） 
 

1. はじめに 

 光を波長ごとに分けて分析する分光観測は、

天文学のみなならず、科学のあらゆる分野で

使われている、重要かつ基礎的な手段である。

その分光器を手軽に作製できる工作は、実験

工作の講座で大人気である [1]。分光器を使

うと、天然の白色光の太陽光、人工の白色光

の白熱灯、蛍光灯、発光ダイオード（LED）

がいずれもいくつかの色の成分からできてお

り、そして互いにスペクトルが異なることが

体験的に学習できる。実際、インターネット

上で検索をかけると、簡易分光器の実践とし

て、JAXA 宇宙教育センターによるもの [2]、

岩手県立総合センターによるもの [3]、岡山

天体博物館によるもの [4]、佐賀県立宇宙科

学館によるもの [5]、キヤノンサイエンスラ

ボ・キッズによるもの [6] など、学校、科学

館、研究機関、企業と、多くの場からの公開

資料が見つかる。「天文教育」では、片平

（2000）[7] や坂元（2016）[8] の記事があ

る。坂本（2016）で紹介されている「子ノ星

教育社特製直視分光器」は、類似の工作のも

のとしては精度高いものであり、波長のスケ

ールを入れるなどの工夫もされている。「物理

教育」でも宮崎・目（2004）[9] による実践

報告などが掲載されている。これも波長のス

ケールを入れた例である。小林（2014）は

RikaTan で紹介している [10]。国際天文学連

合の天文教育の作業部会による教員研修プロ

グラム NASE でも、簡易分光器の製作の活動

が取り入れられている [11]。簡易分光器は、

CD や DVD を使って、反射型グレーティング

を覗き見る方法のもの（[5][10][11]や [6] で

紹介の 2 種のうちの 1 つの場合；専門的な分

光器はこちらの方法を採る）と、透過型グレ

ーティング・シートに接眼して見る方法のも

の（[2][3][4][7][8][9] や [6] で紹介の 2 種の

うちの別の 1 つ；透過型グレーティング・シ

ートの購入が必要だが、工作としてはこちら

の方がより簡単）がある。 

 

 

2. おもしろ科学まつりでの出展 

 2019 年度に和歌山大学で開催された「おも

しろ科学まつり」[12] での「虹をみつけよう」

の出展において、中等理科教育法 B の受講者

の 1 班の班員が手作り簡易分光器の実践を行

った。この時の分光器は厚紙を箱型に作り上

げ、スリットから光を入れ、透過型グレーテ

ィング・シートを貼った窓に接眼して見る方

法のものであり、[2][3][4][8] によく似たもの

である。型紙を付録に示す。覗き窓や入射光

を取り入れるスリットがある本体部分（図の

下方）と、それを全体に包み込む外枠の箱（図

の上方）から成っている。また、スリット幅

を可変にするための小さな部品（図の左上）

も作る。図 1 は本体の外観写真であり、覗き

穴の面が手前に見えるようにして示したもの

である。図の背面にはスリットを切り出して

おり、覗き窓と対角方向にあけてある。こう

することで、覗き窓から正面を見ると 1 次の

分散光が見えるようにしている。可変スリッ

トの機構については第 4 章で述べる。 
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図１ 分光器の外観写真 

手前に見えている覗き窓に貼り付ける回折格

子フィルムは、格子の溝の方向が縦になるよう

にして、左右に分散光が見えるようにする。 

 

作製に必要なもの 

• 片面が黒色の遮光性の高い工作用紙 

• はさみ 

• ものさし 

• インクの切れたボールペン 

• 両面テープ 

• 回折格子フィルム（1 mm に筋 1000 本） 

 

 おもしろ科学まつりでは、この型紙を事前

に用意し、当日の来訪者には、工作として、

型紙の一部にはさみ入れと折り曲げ、箱への

組み立て、グレーティング・シートの貼り付

けを行ってもらった。入射スリットおよび覗

き窓は、組み立てた際に切り込みが合わさっ

て穴になるようにし、カッターを使って抜く

ことが難しい小さな子どもにも対応できるよ

うにした。インクの切れたボールペンで型紙

の折り目をなぞると、工作用紙を折ることが

難しい小さな子どもでも簡単に作ることがで

きるようになる。作製の際にのりを使うと、

小さな子どもの場合、時間が経過しすぎて乾

いてしまうことや、接着面が外れてしまった

場合に再度のりを付け直さないといけないと

いった問題があるため、のりしろには両面テ

ープを貼ることとした。小さな子どもでも組

み立てやすく、分光器をポケットやカバンな

どに入れていても型崩れしないようにするた

め、簡単な造りであると同時に、丈夫なもの

を目指した。片面が黒色の遮光性の高い工作

用紙を用い、二重構造にすることで丈夫さを

確保した。この二重構造の箱型は、[8] でも

採り入れているものである。こうすることで、

切る・折る・貼るだけの作業で丈夫な分光器

を作ることを可能とした。 

 試作していくと、いくつかの問題点に気が

付いた。小さな子どもが触っても形がひずま

ないような構造はもちろんであるが、利き目

による使い勝手の問題、入射光量が不足する

場合は見えにくいという問題がある。班員で

あった井口を中心に、この 2 つの問題に対し、

以下の節に記すような工夫を行った。 

 

 

3. 利き目を意識したユニバーサルデザイン 

 第 1 節で紹介したものを含め、手作り簡易

分光器は利き目が右を前提にしていることが

多い。分光器の手前側の横長の面の右側に覗

き窓を作製し、図 2 のように覗き窓を覗くと

左目が自動的に一面黒色の分光器によって隠

され、覗き窓から見える弱い光に集中しやす

い構造になっている。しかし、左目を利き目 

 

 
図 2 図 1で示した方向のまま分光器を持ち、

右目でのぞき穴を見た時の模式図。明るい

縦線は、入射光を取り入れるスリット部分

を示している。 
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図 3 図 2 の持ち方のまま、左目で見た時の

模式図。左目でのぞき、その正面に分散光

をみることができるが、右目が分光器から

外に出てしまい、右目を閉じないと、淡い

分散光を見にくい。 

 
図 4 左目が利き目の人は、図 2 の持ち方と

上下逆にして、この図のようにして見れば

よい。 

 

に持つ人がこの分光器をこのままの持ち方で

使用すると、図 3 のように右目から周辺の明

るい光が入ってしまうため、観察者は右目だ

けを閉じる必要があるが、片目だけを閉じる

ことが難しい人もいる。 

利き目の問題は、簡易分光器の直方体の上

下を持ち換えて見ることで解決できる。利き

目が右の場合は図 2 のとおりに持ち、利き目

が左の場合は図 4 のようにそれと上下逆に持

って使えば、見づらさの問題は解決できる。

しかしスペクトルの赤と青の広がる方向が逆

になってしまう。スペクトルの方向がよく分

かるように、覗き窓の上に赤と青のシールを

貼ってスペクトルの方向を明示した。このよ

うすを図 5 に示す。 

 

 

図 5 覗き窓にスペクトルの方向を示したよ

うす。これにより、上下逆に持って観察し

てもスペクトルの方向を間違えなくなる。 

 

利き目が左の人は、数%から 1 割程度いる

と言われている [13]。手作りの簡易な機器で

はあるが、身体的特性に合わせて使い、精度

高い観察ができるようにと工夫をするのは、

理化学機器を扱う態度として重要であろう。 

 

 

4. 可変スリットの導入 

 第 1 節で紹介したものを含め、手作り簡易

分光器は入射スリット幅が固定のものがほと

んどである。そのため、暗い光源をみること

が難しくなっている。そこで、光の波長（色）

の分解能と入射光量のバランスを取ることが

できるよう、可変スリットを導入した（専門

的な分光器では普通に備わっているものであ

る）。スリット幅を狭くすると、波長分解能は

向上するが、スペクトルは暗くなる。スリッ

ト幅を広くすると、波長分解能は低下するが

スペクトルは明るく見える。光源が明るい場

合はスリット幅を狭くして波長分解能を上げ

ることができ、光源が暗い場合は波長分解能

を犠牲にするが、明るさを確保して見ること

ができる。 

 マッチ箱のような構造にすると、内箱と外

箱との間の隙間をレールのようにすることが 
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図 6 スリット幅を広くしたようす。こうす

ると、分解能は低下するがスペクトルは明

るくなる。 

 

図 7 スリット幅を狭くしたようす。こうす

ると、分解能は向上するがスペクトルは暗

くなる。 

 

できる。差し込んだパーツをスライドさせる

ことにより、自在にスリット幅を変えること

ができる。図 6 および図 7 にスリットを広く

したときと狭くしたときのようすを示した。

例えば明るい蛍光灯の光を観察する時は、ス

リットを狭くすることで蛍光体からの線スペ

クトルをしっかり分離して観察することがで

きる。同じ条件で屋外の太陽光を観察すると

連続スペクトルになる。このときのスペクト

ルの写真を図 8 に示した。これらの観察から、

似た白色光であっても蛍光灯と太陽光の光源

の違いをよく知ることができる。 

 

 

 

 

 

図 8 蛍光灯と太陽光のスペクトルの比較。

同程度のスリット幅で観察した。蛍光灯は

5 つ程度の色の成分に分けられたが、太陽

光は連続スペクトルであることが分かる。 
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